
平成23年12月22日　第96号

-...~ヨ~~■~車 学校だより雷(しののめ, 

ハ戸市立棄中学校Te131-317031-3180 

･蒜発禁笥賢､姦憲諾三ログでもhFs:/12u-it3.Ohe.edj,Aigui｣/ 

◇◇共育9 1 ◇◇　　　　(｢共育｣:皆さんと｢共に育む｣の意味ですo)

r文武両道｣　成長1f L′Lヽ2学期

校　長　　戸　来　忠　雄

校庭一面が真っ白く雪に覆われ､湊高台にもいよいよ冬の到来を感じる今日この頃です｡

保護者の皆様や地域の方々のご理解とご協力に支えられ､おかげさまで丸4か月の長い2

学期も､無事終わろうとしています｡ 1学期同様､日々の授業を柱としなから､今学期は､

体育祭を皮切りに､市中体秋季大会､グッジョブ･ウイーク､修学旅行､文化祭など､子

どもたちは数多くの学校行事や教育活動を通して確実に成長を遂げ､まさに実りの秋とな

りました｡普段は学級を基本とする子どもたちの人間関係も､委員会活動や部活動では､

また別の関わりが生まれ､子どもたちの辞の深まりや向上心は､行事や活動を重ねるたび

に高まっていきました｡さらに3年生は､中学校生活の集大成と位置づけた修学旅行を通

し､自ら課題意識を持って実践し､集団として乗り越える力も身につけてきました｡そん

な子どもたちの姿に､私自身､大変学ぶことの多い2学期でした｡そして､改めて学校教

育の重さを感じるとともに､家庭教育との連携の大事さを再認識した2学期でした｡

昨今､家庭も少子化や核家族化の傾向にあり､ややもすれば､過干渉や過保護になりが

ちですが､学校も家庭も異年齢の中での生活や活動を通して､他者との距離感が育ち､人

間関係づくりの基礎が培われます｡生活は倫理と希望の中に､学びは発見と疑問の中にそ

の本質があり､一人一人違う個性を生かし､集団の中で切礎琢磨するところに学校教育の

意義があります｡一辺倒な教育は､一見わかりやすいのですが､いつまでも本質に迫るこ

とができず､ともすれば個性を覆ってしまいます｡ ｢今｣を懸命に生きようとする日常生

活や､日々の活動･実践の中で得た実感､ときには失敗やつまずきの中にこそ真の｢生き

る力｣が身につくのだと思います｡

さて､いよいよ冬休みです｡ご家庭でも､ぜひ2学期の生活を振り返り､成長した子ど

もの賓を見つけ､努力の成果を認めていただきたいと′即､ます｡ 2学期を終えるにあたり､

保護者の皆様や地域の方々のご支援に感謝申し上げます｡新年もどうぞよろしくお願いい

たします｡



｢保護者アンケ-　ト｣　集計結果

東中学校では､例年保護者の皆様に｢東中の教育活動｣に対するアンケートをお願い
しております｡今年度も､ご協力ありがとうございました｡このアンケートは､保護者
の皆様に忌博のないご意見をおうかがいし､それを次年度の教育活動に生かすというも
のです｡その集計結果がまとまりましたので､お知らせいたします｡

Q1情報発信(学級通信や学校フログ等で学校の様子をお知らせしていますが､ご豪産に伝わっていますか?) 
Q2学校行事(行事を通して生徒の｢人間力｣は高まっていると患いますか?) 
Q3生活習慣(お子さんは規則正しい生活を心がけていると思いますか?) 
Q4部活動(部活動の内容や活動時間は適切であると患いますか?) 
Q5子ども理解(敦師は､お子さんのことをよく理解していると患いますか?) 
Q6授業(基礎.基本の定着をはかる授業の工夫をしています,生徒にその力がついていると患いますか?) 
Q7泉庭学習(1)(お子さんはr自主学習ノ-ト｣を用いた泉庭学習に鞍纏的に取り組んでいると思いますか?) 
Q8家庭学習(2)(お子さんは､家庭で宿題や予習,復習に鞍睡的に取り払んでいると患いますか?) 
Q9読書(毎朝読書の時間を設けていますが､お子さんは読書に親しんでいると思いますか?) 
Q10進路(1日お子さんは､将来の夢を持ち､それに向かって実現しようとしていますか?) 
QH進路(2)(学校から､進路情報が適切に提示されていると患いますか?) 
r4→良い3-まあ良い2-やや悪い1→悪い】 

(23年度) (22年度) (21年度)

トh 俘�m｢�評価 ��D����ﾂ��2年 (人) �9D����ﾂ��計 (人) �� ��鶴 ��3.4(%) �2紕３��
a 貿��∋喜 ��1-2(%) ���"３��

1 ��饑�Jﾙ�ﾒ����3.4 ��SR�126 ��S��43ー �� �� ��95% 涛BR�
1.2 ��"�ll 湯�32 �� �� ��5% 澱R�

2 乂xﾕｨﾗ8饕�3.4 ��ｳc��125 ��Sb�442 �� �� ��96% 涛bR�
1.2 迭�12 �2�20 �� �� ��4% 釘R�

3 ��hｨ咽ｸｫR�3.4 ��3r�108 ��ｳ#2�368 �� �� ��84% 塔"R�
1.2 �#��29 �3b�94 �� �� ��16% ��３�

4 兀Hｨ�:��3.4 ��C"�日9 ��C��410 �� �� ��90% 塔３�
1.2 �#R�18 ����53 �� �� ��10% ��"R�

5 倡�,x.�yﾘ���3.4 ��C2�122 ��Cb�411 �� �� ��89% 塔坦�
l.2 �#B�15 ��2�52 �� �� ��11% ���R�

6 假hｼb�3.4 ��#"�101 ��3b�359 �� �� ��79% 都RR�
1.2 鼎B�36 �#2�103 �� ��称 ��21% �#RR�

7 �i.ｸｧx�����3.4 ��#��94 ��#"�336 �� �� ��77% 都RR�
1.2 鼎r�43 �3r�127 �� ��鞍 ��23% �#RR�

8 �i.ｸｧx��"��3.4 �?｣2�82 �����314 �� �� ��74% 田坦�
1.2 鉄2�55 鼎��148 �� ��耳 ��26% �3�R�

9 �<x���3.4 �����92 ���b�316 �� �� ��71% 田RR�
1.2 鼎��45 鉄2�ー47 �� ��鞍 ��29% �3RR�

10 ��刋ｃ���3.4 涛��85 �����302 �� 偸B�務 ��66% 田�R�
1.2 田��52 鼎��161 �� ��鯨 ��34% �3坦�

ll ��刋ｃ"��3.4 ���B�124 ��ｳ3��376 �� �� ��80% 都BR�

1.2 鉄2�13 �#��87 �� �� ��20% �#bR�

上のアンケート結果をご覧いただくと､数値的には昨年度､ -昨年度とさほど変わり
ませんが､ [4-良い　3-まあ良い]が若干ではありますが､減少しているのが気に

なります｡

自由意見もたくさん頂戴いたしました｡ ｢良い｣というものに対しては､さらに向上

するように､ご批判やご指摘には誠意をもって対応していきますことをお約束いたしま
す｡ご意見で､特に多かったのは､ ｢部活動の時間｣ ｢家庭学習｣ ｢通学用リュックの

重さ｣でした｡現在､全教職員による教育課程宙成会議で検討を始めております｡次号
の｢東雲恥97｣でご報告したいと思っております｡


